
 

 

ようこそ 阿倍野小学校ＩＣＴ公開授業へ 

紅葉の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び

申しあげます。さて、本校では、平成 24年 12月からの大阪市教育

委員会「学校教育 ICT 活用事業」モデル校の指定に引き続き、平成

27年12月から三年間の大阪市教育委員会「学校教育 ICT活用事業」

先進的実践研究校の指定を受け、ICT活用による教育的効果の検証に

取り組んでまいります。この度、平成 27 年度第１回（通算 7 回）

の公開授業を実施いたします。何かとご多用とは存じますが、ぜひ多

くの皆様にご参加いただきますようご案内申しあげます。 
大阪市立阿倍野小学校長   民辻 善昭 

【全体会Ⅰ】(1：40～  於：講堂)   オリエンテーション。公開授業のポイントを紹介します。 

【公開授業】(2：00～2：45)                 主な活用機器 電子黒板 iPad 

場 所 教科等 単元・内容 授 業 者 ＩＣＴ活用の場面 使用アプリ 

２年２組 国 語 
どうぶつのひみつをさぐろう 
「ビーバーの大工事」 佐野ちなみ □導入 ■展開 ■まとめ ロイロノート 

３年１組 算 数 三角形を調べよう 
生田 一恵 

黄本  幸 
■導入 ■展開 □まとめ AC Board 

４年１組 国 語 
感想を伝え合おう 
   「ごんぎつね」 

坂井 敦子 ■導入 ■展開 ■まとめ 
MetaMoji 

Note 

５年１組 社 会 工業の今と未来 木村 拓也 ■導入 ■展開 ■まとめ 
ロイロノート

SCHOOL 

６年１組 総 合 
めざせ 人がつながる町 

阿倍野 
別所 英文 ■導入 ■展開 ■まとめ 

ロイロノート

SCHOOL 

プレイルーム 
特別支援 

生活単元 
がんばりを記録に残そう 吉川 達也 ■導入 ■展開 ■まとめ Keynote 

 ※５年社会と６年総合の公開授業は、「がんばる先生支援」今日的課題研究の公開授業と兼ねて実施します。 

【分 科 会】(3：00 ～4：00) 

分 科 会 会 場 内   容 

２年国語 ２年１組 

・本日のＩＣＴ活用

のポイント説明 

 

・質疑応答 

実

技

研

修 

ロイロノート 

３年算数 ３年２組 AC Board 

４年国語 ４年２組 MetaMoji Note 

５年社会 ５年２組 ロイロノート SCHOOL 

６年総合 ６年２組 ロイロノート SCHOOL 

特別支援 プレイルーム Keynote 

 ※５年社会と６年総合の公開授業は、「がんばる先生支援」今日的課題研究の発表と兼ねて実施します。 

【全体会Ⅱ】(4：10～5：00  於：講堂 )   

分科会報告  本校教員 

指導助言  大阪教育大学教授 木原 俊行 先生 
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研 究 の 概 要 

１.今年度の研究主題 

 

 

 

 

 

２.主題設定と研究の視点について 

本校では、平成 24 年 12 月から三年間の大阪市教育委員会「学校教育 ICT 活用事業」モデル校に引き

続き、平成 27 年 12 月から三年間は、大阪市教育委員会「学校教育 ICT 活用事業」先進的実践研究校の

指定を受けました。 

大阪市の方策として、「ICT を活用して協働学習や個別学習などの充実をめざす」ことがあげられます。

ICT は、その機器の使用を目的とするのではなく、その機器の使用を基に、協働学習や個別学習が行え

ることを目的としています。私たちは、日々の学習の中に、あたりまえのツールとして ICT を活用して

いくことを目的としています。しかし、ICT ありきで学習を展開していくのではありません。学習が問

題解決を基に行われている必要があり、学習には協働学習を取り入れるべきであるという声に耳を傾け

ながら、これらの学習を展開するのに有効なツールとして、ICT を活用することを日々研究しています。

OECD のキーコンピテンシーには以下の３つの能力が挙げられています。 

①社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力 （個人と社会との相互関係）  

②多様な社会グループにおける人間関係形成能力 （自己と他者との相互関係）  

③自律的に行動する能力 （個人の自律性と主体性） 

本校では、校内アンケートの結果や、全国学力・学習状況調査の結果から、①②の能力に注目し、子

どものコミュニケーション能力を育成することで、協働的に学び、学びを創造できる子どもの育成を目

指して、研究主題を「ともに学び合い、学びを深める子どもの育成」、副題を「ICT を活用して、コミュ

ニケーション能力の向上を目指す」としました。 

上述の研究主題を受けて、以下の５つの研究の視点を設定しています。 

＜研究の視点＞ 

● 日々の学習の中で問題解決能力を高める。 

・問題解決を取り入れながら、どの場面で ICT を活用し、どのような効果をねらうのか。 

● 協働的な学びを展開する。 

  ・どのように ICT を活用すれば情報を共有したり、情報を発信したりできるのか。 

● 情報活用能力を育成する。 

  ・情報モラルを含めた、広い意味での情報活用能力をどのようにすれば高めることができるのか。 

● 授業以外でＩＣＴを活用する。 

・どんな場面(朝、家庭学習、校外活動…)で、どのように活用できるか。 

● 教員のＩＣＴ研修を行う。 

・いつ(定期的、長期休業時、必要時…)、どこで(校内、他校…)、だれが、どのように進めていくか。 

３.研究の組織について 

 

 

【企画運営・公開授業の企画推進・授業以外の ICT 活用の推進・情報モラル教育の推進・機器管理・研修】 

  | 

研究推進委員会（研究部員・学年主任・担任外・生活指導部長・人権教育部長） 

  | 

研究全体会―低学年部会・中学年部会・高学年部会・特別支援学級部会 

一般研修 ICT 研修 

 

「ともに学び合い、学びを深める子どもの育成」 
－ICT を活用して、コミュニケーション能力の向上を目指す－ 

研 究 主 題 

研究部 
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４.研究の内容について 

 

 ＜ICT を活用した授業づくりの基本的な考え方＞ 

 

○ 問題解決における ICT の活用 

   子どもの主体的な学びを実現するために、単元構成や授業の学習過程において、学習に問題解

決を取り入れることを基本とする。導入:｢問題の設定｣＝展開:｢問題の追究｣＝まとめ:｢結論の導

出｣の３段階を基本的な流れとする。また、問題解決において、「どの段階」で「どんな力」をつ

けさせたいかを考え、そのために有効な ICT の活用方法を模索する。 

 

○ 協働的な学びにおける ICT の活用 

   子どもが協働的に学びを展開するためには、思考の可視化や伝達の効率化等が考えられる。個々

の考えが可視化できれば、個々の考えの比較が容易にできる。また、自分の考えを容易に表現で

きたりすれば、伝達が効率化できる。このように、子どもが協働で学びを展開する際のツールと

して有効な ICT の活用方法を模索する。 

 

 

【問題解決的な学習の基本的流れ】    【ＩＣＴを活用する主なねらい（例）】 

 

導入 

①問題を設定する場面 

  

・問題を設定する 

  ・問題に対して予想する 

  ・予想を確かめる方法を考える 

 

 

 

展開 

②学習問題を追究～解決する場面 

  

・必要な資料を収集し、分析する 

  ・実験や観察、調査などに取り組む 

  ・明らかになったことを整理する 

 

 

 

まとめ 

③結論の導出・吟味し、活用する場面 

  

・個々が解決したことを発表し合う 

  ・結果から結論をまとめる 

  ・さらなる問題を明確にする 

  ・生活化を図ったり、別の事象に 

あてはめたりする 

 

 

 

○疑問や驚きなどから問題を内発させ

ることができる 

 

○問題を追究しようとする関心・意欲を

高めることができる 

 

○問題に主体的・意欲的に取り組むこと

ができる 

 

○思考の可視化ができる 

 

○追究活動を効率的に進めることがで

きる 

 

○学習内容をより深く定着させること

ができる 

 

○表現力を高めることができる 

 

○プレゼンテーション能力を養うこと

ができる 
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（阿倍野小学校 第１回ＩＣＴ公開授業） 
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《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 □一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ICT 活 用の場面  □導 入  ■展 開  ■まとめ 

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者) ■資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

□グループの考えをまとめる  □他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  ■プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  ■指導者用タブレット端末(iPad) 

■児童用タブレット端末(iPad)  □その他（          ） 

活用コンテンツ等 
○ ロイロノート 

○ 写真ファイル 

ICT 活用のポイント 

○ クイズの問題と答えを電子黒板に提示し、学級全体で共有するために、ク

イズの問題と答えをロイロノートで作成する。 

○ クイズの問題と答えをロイロノートで作成し、本の題名や目次、図や写真

などをスライドに活かすことで、より分かりやすいプレゼンテーションが行

えるようにする。 

１ 学年・組   第２学年２組 計３２名 

２ 場  所   ２年２組教室 

３ 単 元 名   どうぶつのひみつをみんなでさぐろう 

４ 目  標    

  ○ だいじな言葉や文に気をつけながら、教材文や本を読み、読んで調べたことをまとめることが

できる。 

  ○ 読んで調べたことを「どうぶつのひみつクイズ」の問題と答えの形で表現することができる。 

５ 単元の評価規準  

関心・意欲・態度 読む能力 書く能力 言語についての知識・理解・技能 

 ビーバーやほかの動

物に関心を持ち、進んで

教材文を読み、図鑑や読

み物などの本を選んで

読もうとしている。 

 クイズを作るため

に、動物について書か

れた本や文章を、題名

や目次、図や写真など

に着目して、選んで読

んでいる。 

 前後の語句や文

のつながりに気を

つけて、「どうぶ

つのひみつクイ

ズ」の問題と答え

を書いている。 

 「は」「へ」「を」の助詞を正

しく使って「どうぶつのひみつク

イズ」を書いている。また、主語

と述語の関係に注意して、文や文

章を読んでいる。 

 

６ 指導計画（全 １４時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 ＩＣＴ活用のポイント 

１ １ 

・ビーバーについて知っていることを話し合

う。 

・今後の学習計画を立てる。 

・ビーバーの写真を電子黒板で提示することで、

どのような動物かが分かるようにする。 

・今後の学習計画を立てるために、「どうぶつの

ひみつクイズ」の見本を提示する。 

２ ２ 

・「ビーバーの大工事」の１～９段落（木を切

り倒すビーバー）を読み取る。 

・デジタル教科書の写真を電子黒板で提示する

ことで、ビーバーの様子を分かりやすくする。 

・デジタル教科書の文章を電子黒板で提示し、

それにマーキングすることで、クイズの答え

のまとめ方を共有する。 

第２学年 国語科 学習指導案 
   授業者 佐野 ちなみ 
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３ 

・木を切り倒すビーバーの内容からクイズを作

る。 

 

・ロイロノートを活用することで、クイズの問

題から答えまでの過程を可視化する。 

４ 

・「ビーバーの大工事」の 10～15 段落（ダム

を作るビーバー）を読み取る。 

・デジタル教科書の写真を電子黒板で提示する

ことで、ビーバーの様子を分かりやすくする。 

・デジタル教科書の文章を電子黒板で提示し、

それにマーキングすることで、クイズの答え

のまとめ方を共有する。 

５ 

・ダムを作るビーバーの内容からクイズを作

る。 

・ロイロノートを活用することで、クイズの問

題から答えまでの過程を可視化する。 

 

６ 

・「ビーバーの大工事」の 16～20 段落（すを

作るビーバー）を読み取る。 

・デジタル教科書の写真を電子黒板で提示する

ことで、ビーバーの様子を分かりやすくする。 

・デジタル教科書の文章を電子黒板で提示し、

それにマーキングすることで、クイズの答え

のまとめ方を共有する。 

７ 

・巣を作るビーバーの内容からクイズを作る。 ・ロイロノートを活用することで、クイズの問

題から答えまでの過程を可視化する。 

 

８ 

・「ビーバーの大工事」を読んで、分かったこ

とを確かめる。 

 

 

３ 

９ 

・１組に出題する「どうぶつのひみつクイズ」

を作るために、どんな動物について調べたい

か考え、本を選ぶ。 

 

・「どうぶつのひみつクイズ」の見本を提示する。 

１０ 

・本の中から知りたいことに関係のある大事な

ところを探す。 
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・調べたことをもとにして「どうぶつのひみつ

クイズ」の問題と答えを書く。 

・ペアで、「どうぶつのひみつクイズ」のじゅん

びをする。 

・次時でロイロノートを活用して問題と答えを

作るために、どの本を使い、どの部分をもと

にクイズを作成したのか、タブレットの写真

アプリを活用し整理する。 

12
（
本
時
） 

・ペアで、ロイロノートを活用し、問題と調べ

た順序、答えを作る。 

・できたスライドの一部を紹介する。 

・グループでできたスライドの確認をする。 

 

・ワークシートの資料をもとに、ロイロノート

を活用し整理することで、クイズの問題、調

べた順序、答えを分かりやすく示す。 

１３ 

・ロイロノートで作成した問題と答えを実際に

クラス全体で確認し、スライドの修正を行

う。 

 

・互いに問題を解きながら、分かりにくいとこ

ろを修正することで、１組に出題するときに

より分かりやすい問題と答えを作成する。 

１４ 

・タブレットと本をセットにして教室になら

べ、「どうぶつのひみつクイズ大会」をし、

ペアで回りながら様々な問題に答える。（１

組が作った問題に答えたり、１組に問題を出

題したりする。） 

・ロイロノートで作成した問題と答えを活用し、

動物について書かれた、本のどこに答えの根

拠があるのかを見つけ、だいじなところを探

しながら読む力を高める。 
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７ 本時の学習 

(1) 目  標 

○ 読んで調べたことを「どうぶつのひみつクイズ」の問題と答えの形で表現することができ

る。 

(2) 展  開 

 主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点 

導 

入 

○ 前時までの振り返りをし、 

本時のめあてをつかむ。 

 

  

 

○ 本時の活動内容を確認する。 

 

 

 

 

 

・どうぶつのひみつクイズ

の見本を提示し、活動内

容の見通しを持つ。 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

iPad（指） 

・ロイロノート 

【関】 

・「どうぶつのひみ

つクイズ」を作る

ことに興味を持

ち、意欲的に学習

に取り組んでい

る。（態度・発言） 

展 

 

開 

○ 前時で書いた問題と答えを 

もとに、ロイロノートで整理 

しながら、問題と答えを作る。 

・ペアで協力して行い、マー 

キングの仕方を互いにア 

ドバイスしながら作る。 

 

○ できたスライドの一部を紹 

介する。 

 

 

○ グループで、本と照らし合 

わせて、ロイロノートで作っ 

た問題と答えを確認する 

 

・ロイロノートで問題と答

えを作ることで、調べた

順序を示す。 

 

 

 

 

・学級全体で共有するため

に、クイズの問題と答え

を電子黒板に提示する。 

 

iPad（児） 

・ロイロノート 

 

 

 

 

 

電子黒板 

iPad（指・児） 

・ロイロノート 

 

iPad（児） 

・ロイロノート 

 

【読】 

・問題に関係する

言葉や文を見つ

けながら、本を読

みとっている。

（発言・ロイロノ

ート） 

ま

と

め 

○ 次時の学習内容を知る。    

 

(３) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ど
う
ぶ
つ
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う 

○め 

ど
う
ぶ
つ
の
ひ
み
つ
ク
イ
ズ
大
会

の
じ
ゅ
ん
び
を
し
よ
う
。 

 

〈
ク
イ
ズ
の
作
り
方
〉 

 

１ 

本
の
ひ
ょ
う
し 

 

２ 

も
ん
だ
い 

 

３ 

「
こ
た
え
ま
し
ょ
う
」
の
が
ぞ
う 

 

４ 

も
く
じ 

 

５ 

見
出
し 

 

６ 

文
し
ょ
う 

 

７ 

文
し
ょ
う
（
ヒ
ン
ト
） 

 

８ 

「
こ
た
え
」
の
が
ぞ
う 

 

９ 

こ
た
え 

  
  

 

「どうぶつのひみつクイズ大会」のじゅんびをしよう。 

電子黒板 

  

 投影内容 

導入 
○子どもが活用したすべての本を

写真で提示 

展開 

○ロイロノートで作った問題と答

えの見本 

○ペアで作ったスライド 

まとめ  
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参考：・無藤隆／総監督、『どうぶつ‐ほにゅうるい／はちゅうるい‐』、フレーベル館、2004 年 

   ・小宮輝之／監修、『どうぶつ 新版（ふしぎ・びっくり!？こども図鑑７）』、学研、2005 年 

   ・今泉忠明・鳥羽通久・小宮輝之 著、『動物のくらし‐ほ乳類・鳥類・両生爬虫類‐』、学研、2006 年 

   ・小宮輝之／監修、『動物（ジュニア学研の図鑑１）』、学研、2007 年 

   ・今泉忠明／監修、『動物：増補改訂（ニューワイド学研の図鑑）』、学研マーケティング、2010 年 

   ・川田伸一郎／監修、『動物（ポプラディア大図鑑ＷＯＮＤＡ２）』、ポプラ社、2012 年 

   ・土居利光／監訳、『はじめての生きもの図鑑‐昆虫 魚 鳥 ほにゅう類 はちゅう類 両生類‐』、宝島社、

2014 年 

   ・三浦慎悟／ほか監修・指導、『動物：新版（小学館の図鑑ＮＥＯ１）』、小学館、2014 年 

   ・成島悦雄 著、『動物のちえ１ 食べるちえ』、偕成社、2014 年 

   ・成島悦雄 著、『動物のちえ２ 身を守るちえ』、偕成社、2014 年 

   ・成島悦雄 著、『動物のちえ３ 育てるちえ』、偕成社、2014 年 

   ・成島悦雄 著、『動物のちえ４ 眠るちえ』、偕成社、2014 年 

   ・成島悦雄 著、『動物のちえ５ ともに生きるちえ』、偕成社、2014 年 

   ・山本省三 著、『パンダの手には、かくされたひみつがあった！（動物ふしぎ発見）』、くもん出版、2007 年 

   ・山本省三 著、『アリクイの口のなぞが、ついにとけた！（動物ふしぎ発見）』、くもん出版、2009 年 

   ・山本省三 著、『ゾウの長い鼻には、おどろきのわけがある！（動物ふしぎ発見）』、くもん出版、2008 年 

   ・山本省三 著、『すごい目玉をもったアザラシがいる！（動物ふしぎ発見）』、くもん出版、2008 年 

   ・山本省三 著、『ペンギンの体に、飛ぶしくみを見つけた！（動物ふしぎ発見）』、くもん出版、2007 年 

   ・今泉忠明／監修、『どうぶつずかん（幼稚園百科 kintaro）』、講談社、1992 年 

   ・今泉忠明／監修、『なぜなぜベスト図鑑‐Q&A‐３ どうぶつ・とり１』、学研ネクスト、2013 年 

   ・今泉忠明／監修、『なぜなぜベスト図鑑‐Q&A‐４ どうぶつ・とり２』、学研ネクスト、2013 年 
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《本時の ICT の活用》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 ■個別学習 

ICT 活 用の場面  ■導 入  ■展 開  □まとめ 

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者) □資料の提示(学習者) ■自分の考えをまとめる 

■グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  ■指導者用タブレット端末(iPad) 

■児童用タブレット端末(iPad)  ■その他（書画カメラ） 

活用コンテンツ等 
○ AC Board  

○ MetaMoji Note   

ICT 活用のポイント 

○ ストローで作成した三角形を写真に取り込み、AC Board の写真カード

の受け渡し機能を活用して、友だちと辺の長さに着目しながら比較・交流し、

三角形の仲間分けをする。  

○ 具体物の三角形を写真カードにすることで保存ができ、作業がしやすくな

る。 

○ マーキングやピンチアウトができて発表しやすいので、AC Board で分

類したボードを MetaMoji Note に書き出す。  

１ 学年・組   第３学年１組 計３０名 

２ 場  所   ３年１組教室 

３ 単 元 名   三角形を調べよう 

４ 目  標    

  ○ 辺の長さに着目して三角形の特徴をとらえたり、角の大きさに着目して三角形の性質を見出し

たりして、表現することができる。 

  ○ 定規とコンパスを用いて、二等辺三角形や正三角形を作図することができる。 

  ○ 角について知り、二等辺三角形や正三角形の意味や性質について理解する。 

５ 単元の評価規準  

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技  能 知識・理解 

二等辺三角形や正三

角形などの性質や関係

を調べたり筋道を立て

て考えたりすることの

楽しさやよさに気付き、

進んで生活や学習に活

用しようとしている。 

二等辺三角形、正三角

形などの図形について

の観察や構成などを通

して、日常の事象につい

て見通しをもち筋道立

てて考え表現したり、そ

のことから考えを深め

たりしている。  

二等辺三角形、正三角

形などの図形を構成す

るなどの技能を身に付

けている。 

  

二等辺三角形。正三角

形などの図形について

の感覚を豊かにすると

ともに、それらの意味や

性質について理解して

いる。 

一つの頂点から出る2

本の辺が作る形を角と

いうことを理解してい

る。 

６ 指導計画（全 1１時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 ＩＣＴ活用のポイント 

１ １ 

・身の回りにあるいろいろな形の三角形を見つ

ける。 

・校内にある三角形を見つけ、撮影することで、

友だちと共有することができる。 

第３学年 算数科 学習指導案 
   授業者 生田 一恵  黄本 幸 
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２
（
本
時
） 

 

・ストローでいろいろな三角形を作成し、でき

た三角形を辺の長さに着目して分類する。 

・用語「二等辺三角形」「正三角形」を知り、弁

別する。 

・AC Board を使用することにより、友だちと

の比較・分類がしやすい。 

・MetaMoji Note に書き出すことで、マーキン

グやピンチアウトができて、発表しやすい。 

３ 

・二等辺三角形のかき方を考える。 

・定規とコンパスを用いて、二等辺三角形を作

図する。 

・二等辺三角形の作図練習をする。 

・二等辺三角形の作図の仕方をデジタル教科書

アニメーションで提示することで、手順をわ

かりやすくできる。 

・子どもが作図するところを書画カメラで提示

することで、二等辺三角形のかき方を共有で

きる。 

４ 

・正三角形のかき方を考える。 

・定規とコンパスを用いて、正三角形を作図す

る。 

・正三角形の作図練習をする。 

 

・正三角形の作図の仕方をデジタル教科書アニ

メーションで提示することで、手順をわかり

やすくできる。 

・子どもが作図するところを書画カメラで提示

することで、正三角形のかき方を共有できる。 

５ 

・円の中心と円周上の 2 点を結んで二等辺三角

形や正三角形をかく。 

・Geoboard を活用して作図することで、簡単

にいろいろな二等辺三角形や正三角形を作り

出すことができる。 

2 

６ 

・三角定規で、直角のかどや一番とがっている

かどを調べる。 

・用語「角」および角の大きさの意味を知る。 

 

・三角定規のかどを比べる操作活動を書画カメ

ラで提示することで、角について理解するこ

とができる。 

 

７ 

・三角定規の角の大きさを調べる。 

・角の大きさは辺の長さに関係ないことをまと

める。 

・デジタル教科書のシミュレーションを提示す

ることにより、角の大きさを理解することが

できる。 

８ 

・二等辺三角形や正三角形の 3 つの角について

大きさを比べる。 

・二等辺三角形や正三角形の角の性質をまとめ

る。 

・デジタル教科書のシミュレーションを提示す

ることにより、二等辺三角形や正三角形の 3

つの角の大きさについて理解することができ

る。 

９ 

１０ 

・二等辺三角形や正三角形を並べて敷き詰める。 

・身の回りから、二等辺三角形や正三角形の形

をしているものを探す。 

・校内や家庭にある二等辺三角形や正三角形を

見つけ、撮影することで、友だちと共有する

ことができ、さらにそれらがどのようなとこ

ろで活用されているか考えることができる。 

3 １１ 

・練習問題に取り組む。  

 

７ 本時の学習 

(1) 目  標 

○ 辺の長さに着目して三角形を分類することができる。 

○ 二等辺三角形や正三角形の意味について理解する。 

 

(2) 展  開 

 主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点 

導

 

入 

○ 前時の学習を振り返る。 

 ・前時を振り返り、本時の学

習問題をつかむ。 

 

・前時に見つけた三角形を電

子黒板に提示することで、

振り返りをする。 

 

電子黒板 

iPad(指) 

【関】 

・前時を振り返

りながら、本

時の学習問題

に 関 心 を も

つ。(行動観察) 
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展 

 

開 

 

 

 

○ ストローで三角形を作る。 

 ・赤（12 ㎝）青（10 ㎝）黄

（8 ㎝）橙（6 ㎝）の 4 種類   

のストローから 3 本を選ん

で三角形を作る。 

 ・作った三角形を撮影し、カ

ードを作る。 

 

○ ３つの辺の長さに着目して、 

三角形を分類する。 

 ・２人で iPad をつなぎ、カー

ドを分類する。 

 

○  分 類したボード全体を

MetaMoji Note に書き出し、

マーキングする。 

 

 

○ 分類した三角形を発表し、話 

し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・写真カードにすることで保

存ができ、作業がしやすく

なる。 

・AC Board を用いることに

より、iPad 上でカードを送

ったり、受けたりすること

ができ、分類しやすい。 

 

・MetaMoji Note に書き出す

ことで、マーキングやピン

チアウトができて、発表し

やすい。 

 

・分類した三角形を電子黒板

に提示することで、共有で

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

iPad（児、指） 

AC Board 

 

iPad（児） 

AC Board 

 

 

 

iPad（児） 

MetaMoji Note 

 

 

 

電子黒板 

iPad（児） 

 

 

 

【関】 

・進んで三角形

を作ろうとし

ている。 

（行動観察） 

 

 

 

【数】 

・辺の長さに着

目して、三角

形の分類の仕

方を考えてい

る。 

（行動観察・

発言） 

 

ま

と

め 

○ 二等辺三角形、正三角形の定 

義を知る。 

  

 

○ 練習問題をする。 

  

・子どもが作り出した二等辺

三角形や正三角形を提示す

ることにより、理解が深ま

る。 

 

・プリントを提示し、答え合

わせをする。  

電子黒板 

 

 

 

書画カメラ 

【知】 

・二等辺三角形

や正三角形の

意味を理解し

ている。 

（発言・プリント） 

 

(３) 板書計画 

 

 

ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

 投影内容 

導入 ・校内で見られる三角形の写真 

展開  
・ストローで作った三角形の写真  

・三角形を仲間分けしたボード  

まとめ  ・三角形を仲間分けしたボード  

 

 

三角形を作って、なかま分けしよう。 

３つの辺の長さに目をつけて 

二等辺三角形 

 

 

 

正三角形 

 

 

辺の長さが 

みんな同じ 

2 本の辺の

長さが同じ 

辺の長さが 

みんなちがう 

三角形を作って、なかま分けしよう。 
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（阿倍野小学校 第１回ＩＣＴ公開授業） 
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《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 ■個別学習 

ICT 活 用の場面  ■導 入  ■展 開  ■まとめ  

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者)  ■資料の提示(子ども)  ■自分の考えをまとめる 

□グループの考えをまとめる  ■他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  ■自分の考えを表現する  ■学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  ■指導者用タブレット端末(iPad) 

■児童用タブレット端末(iPad)   □その他（     ） 

活用コンテンツ等 

○ デジタル教科書（東書 国語４年下）                        

○ MetaＭoji Ｎote 

○ SKYMENU 

ICT 活用のポイント 

○ デジタル教科書で教材文やさし絵を提示することで、根拠となる叙述を明

確にし、読み取りを助ける。 

○ ＭetaＭoji Ｎote のワークシートを使用し、ＳＫＹＭＥＮＵに保存するこ

とで、考えを共有する。 

１ 学年・組   第 4 学年 1 組 計 25 名 

２ 場  所   4 年 1 組教室 

３ 単 元 名   感想を伝え合おう 「ごんぎつね」 

４ 目  標    

  ○ 物語を読んで、中心となる人物とほかの人物との関わりについて考え、感想を伝え合うことが

できる。 

５ 単元の評価規準  

関心・意欲・態度 読む能力 書く能力 

 物語を読むことに興味

を持ち、中心となる人物の

気持ちの変化を考えよう

としている。 

 中心となる人物と

ほかの人物との関わ

りをとらえ、それぞれ

の気持ちの変化を想

像して読んでいる。 

物語を読んで感じ

たことや思ったこと

を発表し合い、一人

一人の感じ方に違い

があることに気づい

ている。 

中心となる人物の気持ちの

変化について、本文中の叙述

をもとに感想を書いている。 

６ 指導計画（全１２時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 ＩＣＴ活用のポイント 

１ １ 

・場面ごとに読み取ったことを活かして、学 

習の終わりに感想を伝え合うことを知る。 

・全文を通読し、言葉調べをする。 

 

 

 

 

 

 

・初めの感想を書く。 

・デジタル教科書を使って、教材文やさし絵 

を提示することで、学習しているところを明

確にする。 

・「ごんきつねものしり図鑑」（新美南吉記念館

ＨＰ）を見ることで、昔の暮らしや分かりに

くい言葉を理解する。 

・国語辞典に載っている分かりにくい言葉を 

写真撮影し、ロイロノートに保存することで、

いつでも活用する。 

・ ＭetaＭoji Ｎote の「ごんぎつねブック」 

に感想を書き、ＳＫＹＭＥＮＵに保存するこ

とで、共有する。 

第４学年 国語科 学習指導案 
   授業者 坂井 敦子 
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１ 

 

２ 

・場面ごとに個人の学習課題を考える。 ・ＭetaＭoji Ｎote の「ごんぎつねブック」に

個人の学習課題を書き、ＳＫＹＭＥＮＵに保

存することで、共有する。 

 

３ 

・個人の学習課題をもとに全体の学習課題を 

 話し合う。 

・電子黒板に個人の学習課題を提示することに

より、全体で共有する。 

２ 

４
～
９
（
本
時
９
） 

・１～６場面を学習課題にしたがって、読み取

る。 

・ＭetaＭoji Ｎote の「ごんぎつねブック」に

読み取ったこと・本文でそれが分かるとこ

ろ・ごんと兵十の心の距離を書き、ＳＫＹＭ

ＥＮＵに保存することで、共有する。 

３ 

10 

・まとめの感想を書く。 ・ＭetaＭoji Ｎote の「ごんぎつねブック」に

まとめの感想を書き、ＳＫＹＭＥＮＵに保存

することで、共有する。 

11 

12 

・まとめの感想を伝え合う。 

 

 

 

・まとめの感想を伝え合うときに、１～６場面

それぞれのごんと兵十の心の距離も提示する

ことで、二人の気持ちの変化を明確にする。 

７ 本時の学習 

(1) 目  標 

○ ごんがうなずいたわけとそれに対して兵十が思ったことを読み取ることができる。                                   

(2) 展  開 

 主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点 

導 
 

 
入 

○ 前時（５場面）の学習を振

り返る。 

 ・ごんが引き合わないなあと 

思った理由を想起する。 

 

 

○ 学習課題をつかむ。 

 

 

 

○ 学習場面（６場面）を音読す 

る。 

 

・前時の場面を電子黒板に提

示することで、本時とのつ

ながりを確認する。 

 

電子黒板 

・前時の板書 

（写真） 

 

 

 

・学習課題 

 

 

 

・音読の留意点 

 

【関】 

・前時の学習を 

振り返り、本

時に活かそう

としている。 

（発言） 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

 

○ 「ごんぎつねブック」に自分

の考えを書く。 

 ・ごんがうなずいた理由とそ

れに対して兵十が思ったこ

とを読み取る。 

 

  

 

 

 

・「本文でそれが分かるとこ

ろ」「読み取ったこと」を記

入することができる。 

 

 

 

 

 

 

iPad（児） 

・ＭetaＭoji  

Ｎote 

電子黒板 

・記入の留意点 

 

 

 

 

 

 

 

【書】 

・ごんと兵十の 

関わりをとら

え本文中の叙

述をもとに自

分の考えを書

いている。 

（ＭetaＭoji  

Ｎote） 

 

なぜごんは、うなずいたのだろうか。それに対して兵十はどう思ったのだろうか。 
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展 

 

 

開 

     

○ グループで伝え合う。 

・司会者がリードして、それ

ぞれが読み取ったことを交

流する。 

 

 

 

 

 

○ 全体で話し合う。 

 ・グループでの伝え合いも活

かして、自分の意見を発表

する。 

 ・「ごんと兵十の心の距離」も 

考え、理由もつけて発表す 

る。 

・友達が記入したことをタブ

レットで見ながら話を聞く

ことにより、理解を深める

ことができる。 

・友達の意見で取り入れたい

ものをマーキングすること

により、読み取りを深める

ことができる。 

 

・デジタル教科書のさし絵を

提示することにより、読み

取りを助けることができ

る。 

・「ごんと兵十の心の距離」を

提示することにより、二人

の関係が大きく変化したこ

とをとらえることができ

る。 

iPad（児） 

・ＭetaＭoji  

Ｎote 

・ＳＫＹＭＥＮＵ 

電子黒板 

・伝え合いの留意 

点 

 

 

iPad（児） 

・ＭetaＭoji  

Ｎote 

・ＳＫＹＭＥＮＵ 

電子黒板 

・デジタル教科書 

【読】 

・一人一人の感 

じ方に違いが

あることに気

づいている。 

（発言） 

 

 

 

【読】 

・二人の関係の

変化を読み取

ることができ

ている。 

（発言） 

ま

と

め 

○ 学習した感想を発表する。 

 ・学習してわかったことや友

達の意見から学んだことを

発表する。 

 

○ 次時はまとめの感想を書く

ことを知る。 

・ごんがうたれて、倒れてい 

るさし絵を提示することに

より、物語の余韻を味わわ

せることができる。 

電子黒板 

・デジタル教科書 

 

【関】 

・意欲を持って

学習に取り組

めている。 

（発言） 

 

(３) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

 投 影 内 容 

導入 ○前時の板書（写真） ○学習課題      ○音読の留意点 

展開 ○記入の留意点    ○伝え合いの留意点  ○デジタル教科書 

まとめ ○デジタル教科書 

 

 

ご
ん
ぎ
つ
ね
（
六
場
面
） 

    

ご
ん 

兵
十
が
や
っ
と
、
自
分
が
い
つ
も
く
り
を 

持
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
分
か
っ
て
く
れ
た
か
ら
。 

     

兵
十 

 

ご
ん
が
ま
た
い
た
ず
ら
を
し
に
や
っ
て
来
た 

と
思
っ
た
。 

       

く
り
を
置
き
に
来
た
の
は
、
ご
ん
だ
と
分
か
っ 

て
、
ご
ん
を
う
っ
た
こ
と
を
後
か
い
し
た
。 

 

な
ぜ
ご
ん
は
、
う
な
ず
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
兵
十
は
ど
う
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 兵十 ○○○○○○○○○○○ ごん 

 

 

 

 

○ 

 

う
な
ぎ
を
ぬ
す
み
や
が
っ
た
あ
の
ご
ん
ぎ

つ
ね
め 

  
兵
十
は
、
火
な
わ
じ
ゅ
う
を
ぱ
た
り
と
、 

取
り
落
と
し
ま
し
た
。 

「
ご
ん
、
お
ま
え
だ
っ
た
の
か
。
い
つ
も
、

く
り
を
く
れ
た
の
は
。
」 

15



 

（阿倍野小学校 第１回ＩＣＴ公開授業） 
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《本時の ICT の活用について》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（      ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ＩＣＴ活用の場面 □導入   ■展開   □まとめ 

ＩＣＴ活用者 ■指導者  ■児童   □その他（        ） 

ＩＣＴ活用の目的 ■資料の提示(指導者) ■資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

□グループの考えをまとめる  ■他者との考えを比較・交流 

■学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  □学習の振り返り 

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器 ■電子黒板  ■指導者用タブレット端末(iPad) 

■児童用タブレット端末(iPad)  □その他（          ） 

活用コンテンツ等 ○ ロイロノートスクール   ○ マップ 

ＩＣＴ活用のポイント 

○ マップで工業がさかんな都市の場所を確かめ、白地図に表すようにする。 

○ 調べたことを、タブレットを活用して、グループで共有し、話し合いながら

協働的に学習を進めていくことで、コミュニケーション能力、協調性を高める

ようにする。 

 １ 学年・組    第５学年１組 計３２名  

 ２ 場  所    ５年１組教室 

 ３ 単元名     工業の今と未来 

 ４ 目  標 

   ○ さかんな工業の種類や工業地域、大工場と中小工場それぞれの生産の様子など、日本の工業の特色を

捉えることができる。 

   ○ 工業生産に関する文章や写真からの情報、地図や統計などの資料を収集・選択し、さまざまな製品を

つくり国民生活を支える工業生産の役割について、貿易・運輸のはたらきなどと関連させながら考える

ことができる。 

 ５ 単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度【関】 

社会的な 

思考・判断・表現【思】 

観察・資料活用の技能

【技】 

社会的事象についての 

知識・理解【知】 

〇 生活がさまざまな種

類の工業製品に支えら

れていることに気づ

き、日本の工業生産の

特色について、興味を

もって調べようとして

いる。 

 

〇 海沿いや一部の内陸

部で工業が盛んな理由

について、土地の条件

や交通網と関連づけて

考え、表現している。 

〇 工業生産と人々の生

活を関連づけて、工業

生産は国民生活を支え

る重要な役割を果たし

ていることを考え、表

現している。 

〇 大工場や中小工場の

特色について、資料か

ら読み取ったことをノ

ートや教科書にまとめ

ている。 

〇 高い技術を生かして

ものづくりをする中小

工場の工夫や努力につ

いて、必要な情報を資

料から読み取り、ノー

トにまとめている。 

〇 工業がさかんな地域

の分布や生産の割合が

大きい工業の種類、日

本の工業生産を支える

中小工場の優れたもの

づくりなど日本の工業

の特色を捉えている。 

〇 工業生産は国民生活

を支える重要な役割を

果たしていることを理

解している。 

第５学年 社会科 学習指導案 
授業者 木村 拓也 
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 ６ 指導計画（全８時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 ＩＣＴ活用のポイント 

１ １ 

・工業製品の仲間分けをしたり、日本の工業生産 

額の変化を読み取ったりして、日本の工業につ 

いてわかったことを話し合う。 

・身のまわりにある工業製品の写真を電子

黒板で提示することで、工業製品につい

て理解できるようにする。 

・日本の工業生産額の変化などの資料を電

子黒板で提示し、その資料を読み取るこ

とで、日本では工業にどのような特色が

るかについて考えることができるように

する。 

２ 

２
（
本
時
） 

・工場が集まる場所について調べ、工場が集まる理

由を考える。 

・ロイロノートスクールを活用することで、

工場が集まる場所について調べたことな

どをグループで共有できるようにする。 

 

３ 

４ 

・工業のさかんな地域とそれぞれの地域の特色を地

図や統計資料などから読み取り、日本の工業の特

色について考える。 

・工業地帯や工業地域について調べたこと

をロイロノートスクールにまとめ、発表

できるようにする。 

 

３ ５ 

・大工場と中小工場の生産の特色について、写真や

統計資料などから読み取り、大工場と中小工場の

それぞれの役割について考える。 

・大工場と中小工場の写真を電子黒板で提

示し、比較することで生産の様子の違い

について捉えることができるようにす

る。 

４ ６ 

・写真などの資料を通して、中小工場のものづくり

の様子を調べ、中小工場の工夫や努力について話

し合う。 

 

・中小工場の工夫や努力について調べたこ

とをロイロノートスクールにまとめ、発

表できるようにする。 

５ ７ 

・心を豊かにする工業生産について、具体的な製品

の例をもとに調べ、工業生産が人々の生活に果た

す役割や意味について話し合い、これからの工業

生産のあり方について考えをまとめる。 

 

・これからの工業生産のあり方について考

えをロイロノートスクールにまとめ電子

黒板に児童の考えを提示することで、ク

ラス全体で共有できるようにする。 

６ ８ 

・日本の工場数の減少をグラフから読み取り、日本

の工業生産が抱える課題をこれまでの学習をもと

に話し合い、これからの工業生産について考える。 

 

・日本の工場数の減少を表したグラフを電

子黒板で提示することで、日本の工業生

産が抱える課題について話し合う場をつ

くるようにする。 
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７ 本時の学習 

  (１) 目  標 

     ○ 工場が集まる場所について調べ、その理由について土地の条件や交通網と関連づけて考えること

ができる。 

  (２) 展  開 

 主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点 

導 

 

入 

○ 工業にはどのような種類

があったか想起し、それらの

工場がどのようなところに

あるのか予想し話し合う。 

 ・海沿いにある 

 ・内陸部にある 

 

   

展 

 

開 

 

〈エキスパート活動〉 

○ 工業ごとに分かれ、生産額

の多い都市の表をもとに工

業がさかんな都市の場所を

調べる。 

 ・せんい工業 ・食料品工業 

 ・化学工業 ・金属鉱業 

 ・機械工業   など 

○ 白地図に工業がさかんな

都市の場所を記入する。 

○ 工業のさかんな地域が集

まっているわけを考える。 

 ・港 ・空港 ・高速道路 

・鉄道 ・人口が多い都市 

        など 

〈ジグソー活動〉 

○ エキスパート活動で話し

合ったことを発表し、どのよ

うなところに工業がさかん

な地域が集まっているのか

共通点をさがし、そのわけを

考える。また、各工業で特徴

的なところにも目を向ける

ようにする。 

 ・原料や製品の輸送に便利 

 ・高速道路を使った輸送に 

便利 

 ・大消費地に近い 

 

 

【マップ担当】 

・マップを活用して、都市の

名を検索することで、都市

の場所をすぐに見つけるこ

とができる。 

【白地図担当】 

・都市の場所をロイロノート

スクール内の白地図にドッ

トで示すことで、分かりや

すく表せたり共有したりす

ることができる。 

 

 

 

 

・ロイロノートスクールを活

用することで、調べたこと

などをグループで共有でき

るようにする。 

・電子黒板で、提示すること

により学級全体で共有でき

るようにする。 

 

 

電子黒板 

iPad（指・児） 

iPad（児） 

・ロイロノートスクール 

・マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関】 

・どのようなとこ

ろに工場が集ま

っているのかを

興味をもって調

べようとしてい

る。 

（行動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

【思】 

・海沿いや一部の

内陸部で工業が

さかんな理由に

ついて、土地の

条件や交通網と

関連づけて考

え、表現してい

る。 

（ロイロノートスクール） 

工場はどのようなところに集まっているのだろう。 
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ま

と

め 

○ 工業のさかんな地域とそ

れぞれの地域の特色や日本

の工業の特色について調べ

ていくことを伝え、次時につ

なげる。 

 

   

  

(３) 板書計画 

 

 

  

工場はどのようなところに集まっているのだろう                 

 

                         

 

 

 

                                   

                                   

電子黒板 

 

 投影内容 

導入 ・工業の種類 

展開 ・白地図 

まとめ ・子どもの考え 

 

○考なぜこのような場所に 

集まっているのか 

・原料や製品の輸送に便利 

・高速道路を使った輸送に便利 

・大消費地に近い 

○調   

・海沿いに集まっている 

・太平洋側に集まっている 

・内陸部にもある 
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《ICT の活用》 

授業の場所 ■普通教室 □特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 □一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ICT 活 用の場面  ■導 入  ■展 開  ■まとめ 

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者) □資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

■グループの考えをまとめる  □他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  □自分の考えを表現する  □学習の振り返り  

□記録(写真・動画等)  □プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  ■指導者用タブレット端末(iPad) 

■児童用タブレット端末(iPad)  □その他（ 書画カメラ    ） 

活用コンテンツ等 
○ ロイロノートスクール  

○ あつまと＋つくつた ～情報活用を助けるＷｅｂ教材～ 

ICT 活用のポイント 

○ 集めた情報をデジタルカードにすることで、グループでの取捨選択や整

理、加工など、話し合い活動が活発に行えるようにする。 

○ 整理されたデジタルカードをそのままスライドに活用することで、よりわ

かりやすいプレゼンテーションが行えるようにする。 

１ 学年・組   第６学年１組 計 32 名 

２ 場  所   ６年１組教室 

３ 単 元 名   めざせ 人がつながる町 阿倍野 

４ 目  標    

  ○ 町づくりに対する取り組みを調べたり、考えたりすることで、人のつながりの大切さに気づく

ことができる。 

  ○ 解決活動や探究活動を友だちと協力して取り組み、人と関わるよさを実感することができる。 

  ○ 複数の資料から目的に応じて情報を取捨選択し、活用することができる。 

  ○ 意図を明確にし、聞き手にとってわかりやすい情報発信をすることができる。 

５ 単元の評価規準  

よりよく問題を解決す

る資質や能力【資】 

学び方・考え方【学】 主体的、創造的、協同的

に取り組む態度【態】 

自己の生き方【自】 

○ 学習活動に対する

見通しをもち，解決の

計画を立てることが

できる。 

○ 問題を解決するた

めに、必要な情報を集

めたり、精選したりす

ることができる。 

○ 自分の考えを表現

できる。 

○ 課題意識・目的意識

をもって，主体的に、

粘り強く、解決活動や

探究活動に取り組む

ことができる。 

○ 友だちと協力して、

解決活動に取り組む

ことができる。 

○ 町づくりについて

調べ、まとめたこと

を、自分たちの生活に

生かすことができる。 

○ 他の人の考え方を

認めたり自分に取り

入れようとしたりす

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

第６学年 総合的な学習 学習指導案 
   授業者 別所 英文 
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６ 指導計画（全 １8 時間 [国語１２時間 総合的な学習の時間６時間]） 

次 時 主 な 学 習 活 動 ＩＣＴ活用のポイント 

１ 

１ 
 

・学年テーマ「みとめる つながる ひろめる

心の輪」を再確認し、地域の人とつながる町

づくり提案するという学習の見通しを立て

る。（総） 

・プレゼンテーションの動画を活用し、提案の

仕方をイメージさせる。 

2 

２
～
5 

・「町の幸福論」を読み、本文の内容を読み取る。

（国） 

・デジタル教科書の写真や図、表やグラフを活

用し、各地域の事例やバックキャスティング

をとらえやすくする。 

6 
 

・学級全体で「人がつながる町」の未来像を福

祉・環境・防災・防犯の観点から考え、グル

ープ分けを行う。（国） 

 

3 

７ 
 

 

８
～
１１ 

 

12
（
本
時
） 

 
 

１３
～
１5 

・情報の集め方、整理の仕方、まとめ方、注意

点について知る。（総） 

 

・個人で、本、資料、インターネットから情報

を集める。（総） 

 

 

・グループで、集めた情報を取捨選択し、提案

内容をまとめる。（総） 

 

 

 

 

・人とつながる町づくりについて、プレゼンテ

ーションを行う準備をする。（国） 

・あつまと＋つくつた ～情報活用を助けるＷ

ｅｂ教材～から、調べ方やまとめ方のポイン

トをつかめるようにする。 

・写真や図、グラフ、資料そのもの、文章の抜

粋など、さまざまな情報をロイロノートスク

ールのカードにしておくことで、取捨選択し

やすくする。 

・グループで考えた未来像に沿って、ロイロノ

ートスクール上の情報カードを必要なものと

不必要なものに分けるようにする。 

・同じ項目のカードをつなぎ、見出しをつける

ことで、まとめたことが一目でわかるように

する。 

・まとめたカードを発表用のスライドに活用す

る。 

4 

１6
～
１7 

 
 

１8 

・プレゼンテーションを行い、意見交流をする。

（国） 

 

 

 

・活動を振り返る（国） 

・必要に応じて拡大するなど、スライドの見せ

方を工夫することで、聞き手に分かりやすく

伝えることができるようにする。 

・区役所の方にも見てもらい、評価していただ

けるようにする。 
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７ 本時の学習 

(1) 目  標 

○ 集めた情報を取捨選択し、テーマに沿った提案内容をまとめることができる。 

(2) 展  開 

 主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点 

導 

入 

○ 学習課題をつかむ。 

 

 

 

○ 前時までに個人で収集した

情報をグループでまとめるこ

とを確認する。 

 

 

 

 

 

・それぞれの情報がロイロノ

ートスクール上に集められ

たものを提示することで、

活動内容を想起させる。 

 

 

 

 

電子黒板 

iPad（指） 

・ロイロノートス

クール 

 

 

 

 

展 

 

開 

○ グループで、考えた未来像

に沿った情報を集められた情

報から取捨選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 選択した情報を観点ごとに

まとめ、提案内容を決める。 

・他地域の事例 

 ・アンケートによる人の意見 

 ・インタビューによる人の話 

 

  

 

・グループで考えた未来像に

沿って、ロイロノートスク

ール上の情報カードを必要

なものと不必要なものに分

けるようにする。 

・不必要だと思う情報カード

でも、必要になった時に使

えるように、もう一台の

iPad に残しておくように

する。 

 

・同じ項目のカードをつなぎ、

見出しをつけることで、ま

とめたことが一目でわかる

ようにする。 

・写真や図、グラフなど視覚

的にわかりやすいものをい

れるようにする。 

 

iPad（児） 

・ロイロノートス

クール 

 

【態】 

・友だちと協力

して、活動に

取り組んでい

る。 

（行動・態度） 

【学】 

・問題を解決す

るために、必

要な情報を集

めたり、精選

したりする。 

（ロイロノート

スクール） 

 

 

ま

と

め 

○ 同じテーマのグループとま

とめた情報について意見交流

する。 

・まとめたカードを見せなが

ら説明することで、自分た

ちのグループの提案を伝わ

りやすくする。 

iPad（児） 

・ロイロノートス

クール 

【自】 

・友だちの考え

方を認める。 

（行動・態度） 

 

必要な情報をとりだし、提案内容を決めよう。 
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(３) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

 

 投影内容 

導入 
・個々の情報が集められた状態のグル

ープのタブレット画面の提示 

展開 

・必要に応じて、取捨選択している画

面の提示 

・まとめたカードへの見出しのつけ方

の提示 

・ワークシートの提示 

まとめ ・まとめたカードの提示 

 

め
ざ
せ 

人
が
つ
な
が
る
町 

阿
倍
野 

[

め
あ
て] 

必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
、
提
案
内
容
を

決
め
よ
う
。 

〇
ポ
イ
ン
ト 

 

・
取
捨
選
択
…
必
要
な
カ
ー
ド
と
不
必
要
な

カ
ー
ド
を
話
し
合
っ
て
分
け
る
。 

 

・
不
必
要
な
カ
ー
ド
は
ま
と
め
て
も
う
一
台

の
ア
イ
パ
ッ
ド
に
。 

 

・
必
要
な
カ
ー
ド
は
観
点
ご
と
に
ま
と
め
て 

 
 

見
出
し
を
つ
け
る
。 
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い 

 
 

 

《本日の ICT の活用》 

授業の場所 □普通教室 ■特別教室 □体育館 □運動場 □その他（       ） 

授業形態 □講義形式 ■一斉学習 ■グループ学習 □個別学習 

ICT 活 用の場面  ■導 入  ■展 開  ■まとめ 

I C T 活 用 者  ■指導者  ■児 童  □その他（        ） 

ICT 活 用の目的  ■資料の提示(指導者) ■資料の提示(学習者) □自分の考えをまとめる 

□グループの考えをまとめる  □他者との考えの比較・交流 

□学習内容を調べる  ■自分の考えを表現する  ■学習の振り返り  

■記録(写真・動画等)  ■プレゼンテーション等の作成 

活 用 機 器  
■電子黒板  ■指導者用タブレット端末(iPad) 

■児童用タブレット端末(iPad mini)  □その他（           ） 

活用コンテンツ等 
○ Keynote 

○ 写真ファイル 

ICT 活用のポイント 

○ 映像があることにより、視覚的にわかりやすくする。 

○ Keynote の電子説明書をタブレット上で提示することで、班長がサポー

トしやすくする。 

○ 活動している様子を撮影し、振り返ることで自分や友だちのがんばりを認

め合いやすくする。 

１ 学年・組   なかよし学級 計１３名  

２ 場  所   プレイルーム 

３ 単 元 名   がんばりを記録に残そう 

４ 目  標 

  ○ 友だちの話を聞くことによってこれからの学校生活に見通しを持って取り組むことができる。 

○ がんばったことやできるようになったことを友だちに伝えたり、聞いたりすることで、よいと

ころを認め合い、協力して活動することができる。 

５ 指導計画（全８時間） 

次 時 主 な 学 習 活 動 ＩＣＴ活用のポイント 

１ 

１
～
２ 

・１、２学期にがんばってきたことをまとめ、

12 月にそれぞれの学級で発表することを伝

える。 

・指導者のマイノート（頑張ったことをまとめ

たプレゼンテーション資料）を見る。 

・これまでにあった行事や心に残っていること

を思い出す。 

学習場面 自然体験学習 栽培・収穫活動 

林間学習 運動会 修学旅行 全校遠足など 

・伝えたいことを決めて写真を選ぶ。 

・今までに撮影した写真や動画を電子黒板に提

示したり、写真をタブレットで見たりするこ

とで、思い出す手立てとする。 

・資料を提示することで本時の見通しを

持つ。 

 

 

２ 

３(

本
時) 

～
４ 

 

５ 
 

 
 

・Keynote の使い方を知る。 

・頑張ったことやできるようになったことを

Keynote でまとめ、プレゼンテーション資料

を作成する。 

 

 

・発表の練習をする。 

・Keynote の使い方を知ることで、活動への意

欲を高めることができる。 

・もう一度、個人的に今までに撮影した写真や

動画をタブレットで見ることで発表すること

を決める手立てとする。 

 

・発表練習の様子を動画で撮影しておくことで

自分の発表を確認する手立てとする。 

なかよし学級 生活単元 学習指導案 
   授業者 吉川達也 河野悦子 髙木美由紀 
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３ ６ 
 

 
 

７ 
 

８ 

・グループ内で伝え合う。（なかよしタイム） 

 

 

 

・みんなの前で話をする。（なかよしタイム） 

 

・それぞれの学級で発表する。 

・Keynote で作成した、頑張ったことやできる

ようになったことのプレゼンテーション資料

を活用して伝え合うことにより、順序立てて

話すことができる。聞く側も、視覚的にわか

りやすくなる。 

 

・練習時の動画を使用することで、本番緊張し

て話せない子どもの手助けとなる。 

 

７ 本時の学習 

(1) 目  標 

   ○ Keynoteの使い方を知り、班で協力してプレゼンテーション資料を作成することができる。 

(２) 展  開 

 主な学習活動 ＩＣＴ活用のポイント 使用機器・コンテンツ 評価の観点 

導 

入 

○ はじめのあいさつをす

る。 

○ 前時の活動を振り返る。 

・指導者が作成中のマイノー

トを見る。 

 

○ 本時のめあてを確認す

る。 

 

 

 

 

・前時の活動の様子を電子黒

板に提示することで、振り

返りやすくする。 

 

・資料を提示することで本時

の見通しを持ちやすくす

る。 

 

 

 

 

 

iPad (指) 

電子黒板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料を見ながら振り

返り、本時の活動へ

の意欲を持つこと

ができる。（行動観

察） 

 

展 

 

開 

○ Keynote の使い方を説明

する。 

○ マイノートを作る。 

・5、6 年生の班長を中心に

表紙を作成し、Keynote の

基本操作を知る。 

 

・がんばったことのページを

作る。 

 

 

 

 

○ インタラクティブリンク 

の方法を知る。 

 

 

・各班に Keynote の電子説

明書をタブレット上で提示

することで、班長がサポー

トしやすくする。 

 

・電子黒板で指導者のプレゼ

ンテーション資料を提示す

ることで視覚的にわかりや

すくする。 

iPad (児) 

・Keynote 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

iPad (指) 

・Keynote 

・Keynote を活用す

ることができる。

（行動観察） 

・友だちと関わりなが

ら取り組んでいる。

（行動観察） 

・班長は班のメンバー

にわかりやすく説

明できる。 

・班長の話を聞き、プ

レゼンテーション

作成の見通しを持

つことができる。

（行動観察） 

ま

と

め 

○ 本時の学習を振り返る。 

 ・作成中のマイノートを見

て自分たちの様子を振り

返る 

 ・自分や友だちのがんばっ

たところを発表する。 

○ 終わりのあいさつをす

る。 

・本時の子どもたちの様子を

撮影し、その写真を電子黒

板に映し出す。それによっ

て、自分や友だちのがんば

りを認め合うことができ、

次の活動への意欲を持つこ

とができるようにする。 

iPad (指) 

電子黒板 

・写真ファイ

ル 

 

 

・自分や友だちの 

がんばったところ

を発表したり、他の

友だちの発表を興

味を持って聞いた

りしている。 

（行動観察） 

がんばりをきろくにのこそう 
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(３) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        ・ 

 

                       がんばりをきろくにのこそう 

                       ・マイノートをつくろう  

                         

                            

                          

                              

 

                                    

                                      

 

 

                           

電子黒板 

  

 投影内容 

導入 
・前時の活動の様子 

・指導者のマイノート 

展開 

・Keynote 電子説明書 

・インタラクティブ 

リンクについて 

まとめ ・ふりかえり 

 

つかいかた 

もじ 

しゃしん 

ずけい 

インタラクティブリンク 

  

 

マイノートのつくりかた 

 ひょうし 

がんばったこと  

よかったところ 
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（阿倍野小学校 第１回ＩＣＴ公開授業） 
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（阿倍野小学校 第１回ＩＣＴ公開授業） 
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